
　１０月 １ 日㈯から「スポーツ健康ウィーク東久留米２０２２」を開催します。これは、昨年１０月に行った「東久留米市スポーツ健康都市宣言」を受け
て行うもので、市民の皆さんにより多くイベントに参加いただき、健康で活力に満ちた地域の実現を目指すものです。
　子どもから高齢の方、障害をお持ちの方など、さまざまな方が楽しめるイベントを用意していますので、たくさんの方の参加をお待ちして
います。各イベントなどの詳細（対象含む）は市nをご覧いただくか、各問い合わせ先へご確認ください。
l生涯学習課スポーツ振興係☎０４２・４７０・７７８４

市n

イベント名・概要 開催日時・場所など 問い合わせ

わくわくすこやか体操
cリハビリ専門職の先生が考えた、東久留米のご当
地体操「わくわくすこやか体操」の体験（この期間以
外にも開催しています）

a１０月１日㈯・３日㈪・５日㈬～９日㈰・１２
日㈬・１３日㈭、いずれも午前１０時～１１時b中
央町地区センターf先着２０人k当日会場で

中央町地区センター
☎０４２・４７９・５５５０

a１０月５日㈬・１２日㈬、いずれも午後2時〜
4時b西部地域センターf先着１５人k当日会
場で

西部地域センター
☎０４２・４７１・７２１０

身体を動かすサークル活動体験会
c①輪投げ②カントリーダンス③自

じ
彊
きょう
術④シルバ

ー体操⑤ストレッチ体操（協力＝シニアクラブ連合
会など）

a①10月2日㈰②３日㈪③5日㈬・7日㈮④6
日㈭⑤9日㈰f各回先着１０人k当日会場で
※�開催日により時間と場所が異なりますので、
事前にご確認ください。

中央町地区センター
☎０４２・４７９・５５５０

ウォーキング教室 a１０月４日㈫
※詳細は今号８面をご覧ください。

健康課
☎０４２・４７７・００２２

ニュースポーツデー・市民ボッチャ大会
c誰でも気軽にでき、比較的負担の軽い色々なスポ
ーツの体験。市民ボッチャ大会同時開催（詳細は今
号6面をご覧ください）

a１０月８日㈯ 生涯学習課
☎０４２・４７０・７７８４

若さを保つ！元気食教室
～フレイル予防・低栄養予防のために～

a１０月１２日㈬（１日目）
※詳細は今号８面をご覧ください。

介護福祉課
☎０４２・４７０・７７７７
（内線２５０１～２５０３）

市立４児童館合同
幼児のつどい運動会
cかけっこや親子で参加する競技などを行う幼児の
つどい運動会を合同で実施

a１０月１３日㈭午前１０時半～１１時２０分bスポ
ーツセンターf各館先着３０組k１０月７日㈮午
後１時半～１２日㈬午後５時に、電話で各児童
館へ

中央児童館
☎０４２・４７６・２１６１
けやき児童館
☎０４２・４７４・６６５３
子どもセンターひばり
☎０４２・４６４・９３００
子どもセンターあおぞら
☎０４２・４７１・７０７１

■スポーツ健康ウィーク東久留米パネル展
ab１０月 １ 日㈯～１０日 、生涯学習センタ
ー
c�▼健康に関するパネル展示▼歯間ブラシの
配布（先着４０人）▼世界の子どもたちにポリ
オワクチンを届ける「古着deワクチン」と
して古着を回収（ １人 ２枚まで）

l生涯学習センター☎０４２・４７３・７８１１
■スポーツや健康に関する資料展示
ab１０月 １ 日㈯～３１日㈪、市内各図書館
l�中央図書館☎０４２・４７５・４６４６
■「保育園おすすめレシピ」リーフレット配布
a１０月 １ 日㈯から（無くなり次第終了）
c�市立保育園の子どもたちが食べている給食
メニューの中から、地場産野菜を使用した
ものや減塩メニューなどを紹介するリーフ
レットを子育て支援課（市役所 ２階）窓口な
どで配布（同保育園児の保護者にも配布

l�同課☎042・470・7745

パネル展示・リーフレット配布

　市内対象店舗でスマホ決済サービス「au Pay（コード支払い）・d払
い・PayPay」で決済した場合に、支払額の最大２５％のポイントを還元
するキャンペーンの実施に伴い、利用者向け無料説明会を開催します。
a�９ 月１５日㈭・２１日㈬・２２日㈭・２９日㈭、１０月 ６ 日㈭・１３日㈭・１９日
㈬・２７日㈭、１１月 ２ 日㈬・１０日㈭、いずれも午前１０時～１１時半
b�市商工会館 ２階（幸町 ３－ ４－１２）
c�キャッシュレス決済の利用方法など
ef�スマートフォンをお使いの方でキャッシュレス決済の利用を検討
されている方。各回先着 ４人（要予約）

h�スマートフォン
k�事前予約制。電話で市商工会☎０４２・４７１・７５７７（平日午前 ９ 時～午
後 ５時受け付け）へ
l同会

子どもたちに「図書カード」を配付します子どもたちに「図書カード」を配付します
　新型コロナウイルス感染症の影響により、子どもたちが自宅で過ごす時
間が増えています。こうした中で、市では、子どもたちが本に親しむ機会
を増やし、自宅で過ごす時間を充実させるため、子どもたちへ図書カード
を配付します。なお、事前の申請は不要です。
配付対象令和 ４年 ７月 １日時点で、市の住民基本台帳に登録されている ０
歳～１８歳（平成16年 4 月 2 日〜令和 4年 7月 1日生まれ）の方
配付する図書カード １ 人当たり３,０００円分の図書カード
配付方法 ９ 月上旬に、対象となるお子さんのいる世帯の世帯主宛てに事業
内容や対象者、受け取り方法などについての事前案内を郵送しました。 ９
月下旬～１０月中旬頃に、配付対象となるお子さん宛ての簡易書留で図書カ
ードを郵送します
i�▼きょうだいがいる場合は、同じ世帯であっても配達日時が別々になる
場合があります▼配達日時の指定はできませんので予めご了承ください
l児童青少年課助成支援係☎０４２・４７０・７７３６

おうち時間支援事業
キャッシュレスで最大２５％戻ってくるキャンペーン！キャッシュレスで最大２５％戻ってくるキャンペーン！

利用者向け無料説明会利用者向け無料説明会

キャッシュレス決済推進事業

スポーツ健康ウィーク東久留米スポーツ健康ウィーク東久留米２０２２２０２２１０月 １日１０月 １ 日
からから

　NHKテレビ・ラジオ体操指導者の多胡肇
さんとアシスタントの矢作あかりさんを講師
にお迎えしての講習会です。
bfkスポーツセンター、先着１５０人、 ９ 月
１５日㈭～３０日㈮に、ウェブ申し込み（市nか
ら）または直接生涯学習課窓口で
l同課☎０４２・４７０・７７８４

１０月 ６ 日㈭午前１０時～１１時半
ラジオ体操講習会

多胡肇さん

　オリンピックや世界選手権で活躍されたマ
ラソンランナーの千葉真子さんをお迎えして
の教室です。
bfk上の原グラウンド、先着１００人、１０月
３ 日㈪午前１０時から、電話（☎０４２・４７０・
7900）または直接スポーツセンター窓口で
l同センター

１１月１９日㈯午後 １時半～ ３時半
千葉真子さん走り方教室

千葉真子さん

今号の主な内容

No. 1312

令和４年
（2022年）

9／15 号
・あなたとつくるまちのミライ……………………… 2面

・新型コロナウイルスワクチン関連情報…………… 3面

・ ９月２０日～２６日は動物愛護週間…………………… 4面

・ウクライナ人道危機救援金の募金箱設置期間を延長… 5面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち
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毎月１日・１５日発行

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。



これからの公共施設についていっしょに考えよう

l行政経営課☎042・470・7704

vol.2
　このシリーズでは、「公共施設マネジメント」の取り組みについてお知らせ
しています。第 １回（ ８月１５日号掲載）では、人口急増期に多くの公共施設を
整備してきたことをお知らせしました。建設から年数が経ち、人口やその年
齢構成が大きく変化してきています。それと同時に、公共施設に求められる
機能も大きく変わってきており、厳しい財政状況の中、ニーズに合わせたよ
り効果的な利活用方法へ転換を図る必要があります。
　第 ２回目の今回は、市の人口の動向と、財政状況の見通しについてお知ら
せします。

広報１１月１日号で、公共施設を取り巻く課題と、今後の方針などについてお知らせする予定です。次回は…
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第5次長期総合計画推計
【参考】社人研推計（Ｈ30年推計）
【参考】人口ビジョン（Ｈ27年推計）

116,830

107,051
実績値 推計値 参考推計値

歳入は、減少傾向となることが見込まれる一方、
歳出は、増加傾向となることが見込まれます。

２０１８年から２０４０年にかけて
約８.４％（約 １ 万人）減の予想

　全国的に人口減少が進んでいます。東久留米市の人口は、現時点では推
計より多少上回っていますが、これから人口減少が進むのは、間違いない
でしょう。さらに、年少人口（ ０～１４歳）および生産年齢人口（１５～６４歳）が
減少傾向にある一方、老年人口（６５歳以上）は増加傾向となり、少子高齢化
が進行することが見込まれています。

▼歳入＝市の １年間の収入
　�主に市民の皆さんに納めて
いただいた市税など
▼歳出＝市の １年間の支出
　�福祉サービスや手当、職員
の給与、物品の購入費など

東久留米市の人口は、これからどうなるの？東久留米市の人口は、これからどうなるの？

参考：「第 ５次長期総合計画策定に係る主要指標の推計（人口フレーム　・財政フレーム）」参考：「第 ５次長期総合計画策定に係る主要指標の推計（人口フレーム　・財政フレーム）」

参考：「第 ５次長期総合計画策定に係る主要指標の推計（人口フレーム　・財政フレーム）」

東久留米市の財政状況は、これからどうなるの？東久留米市の財政状況は、これからどうなるの？

入ってくるお金は減るのに、入ってくるお金は減るのに、
出ていくお金は増えていく出ていくお金は増えていく
んだね…んだね…

市n

皆さんのご意見をお聞かせください
将来に負担を残さないために、公共施設マネジメントは大切な取り組みです。
市では、これからも情報提供に努めながら、市民の皆さんと一緒に考えていきます。
アンケートフォーム（https://logoform.jp/form/985h/106797）から、皆さんのご意見をお聞かせください。
※ご意見への個別の対応はできかねますので、ご了承ください。

専用アンケート
フォーム

市n

公共施設マネジメントに関する情報は、市n（https://www.city.higashikurume.lg.jp/shisei/gyousaisei/1004653/index.html）でご覧になれます。

たくさんのお金がたくさんのお金が
必要なのに、公共必要なのに、公共
施設などの整備に施設などの整備に
お金（投資的経費）お金（投資的経費）
をかけられなくなをかけられなくな
っちゃうよ…っちゃうよ…

今ある施設を同じ規模・仕様で維持することは非常に困難今ある施設を同じ規模・仕様で維持することは非常に困難

人口減少・少子高齢化問題と公共施設の老朽化問題、どんな関係があるの？人口減少・少子高齢化問題と公共施設の老朽化問題、どんな関係があるの？

▼�人口が減ると、市の収入が減る
▼�少子高齢化が進むと、福祉や医療な
どにかかるお金が増える

人口減少・少子高齢化問題

▼�施設の建て替えや改修の必要時期が、
１０～１５年後にいっせいに訪れる
▼�維持・更新にはたくさんのお金がか
かる

公共施設の老朽化問題

この ２つの問題を一緒に考えこの ２つの問題を一緒に考え
ないとどうなる？ないとどうなる？

Q
�施設の本来の機能が保てなくなり、市
民サービスが低下したり、事故などの
危険性も生じてきます。また、ニーズ
に合わない施設を維持する必要も出て
きます。

A

借金をして施設を維持すれば借金をして施設を維持すれば
いいんじゃない？いいんじゃない？

Q
�財政状況が悪化し、財政破綻のおそれ
や、莫大な借金と維持費という、将来
への負担を残すことになります。

A

　こうした状況を踏まえ、「東久留米市公共施設のあり方に関する基本方針」では、市における公共施設のあり方に関する基本的な方向性
を ３つの柱にまとめています。

いったいどう取り組めばいいの…？いったいどう取り組めばいいの…？

▼�公共施設に求められるサービスを見極め、規
模・機能を見直すことが必要。
▼�市が整備する公共施設だけではなく、民間施
設などでも市民が求める行政サービスの提供
ができないか検討することが必要。
▼�施設の多機能化を図り、世代を超えた活用が
なされるような検討の視点が必要。

機能（サービス）を重視して機能（サービス）を重視して
公共施設のスリム化を図る公共施設のスリム化を図る

▼�公共施設の維持管理・運営にかかる経費の縮
減に努めることが必要。
▼�施設の稼働率を高めるなど、有効活用に努め
ることが必要。
※�建物を企画・設計・建築し、その建物を維持
管理して、最後に解体・廃棄するまでの、建
物に要する費用の総額。

ライフサイクルコスト※をライフサイクルコスト※を
縮減・平準化する縮減・平準化する

▼�公共施設等整備基金（施設の整備および維持
補修のために設けている基金）への計画的な
積み立てを進めることが必要。

▼�公共施設の総合的かつ計画的な管理・運営の
実現のため、全庁的に継続性・実効性をもっ
て推進していくことが必要。

施設更新に備えた財源を確保し施設更新に備えた財源を確保し
マネジメントを着実に推進するマネジメントを着実に推進する

　市では、人にやさしいデジタル化を推進し、「お手間を取らせない市役所」を目指すため、 ４年度～ ８年度までを計画期間とする「東久留　市では、人にやさしいデジタル化を推進し、「お手間を取らせない市役所」を目指すため、 ４年度～ ８年度までを計画期間とする「東久留
米市DX推進方針」を策定しましたので、公表します。米市DX推進方針」を策定しましたので、公表します。
　今後は、本方針のもと、本市におけるDXの取り組みを総合的かつ効果的に実施し、全庁的にDXを推進していきます。　今後は、本方針のもと、本市におけるDXの取り組みを総合的かつ効果的に実施し、全庁的にDXを推進していきます。
閲覧場所市政情報コーナー（市役所 １階）、行政経営課（同 ６階）、市内の各図書館、または市市政情報コーナー（市役所 １階）、行政経営課（同 ６階）、市内の各図書館、または市nnでご覧いただけます。でご覧いただけます。

l行政経営課☎０４２・４７０・７７０４東久留米市DX推進方針を策定しました東久留米市DX推進方針を策定しました

本市の人口推移（総人口）（推計）（人）

本市の歳入および歳出の推移（推計）
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール



　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、速やかに生活・暮らしを支援するために、令和 ３ 年度・ ４ 年度住民税非課税世
帯などに対して １ 世帯あたり10万円を支給しています（ １ 世帯 １ 回のみ）。確認書、申請書の提出期限は次の通りです。期限を過ぎる
と給付金を受給できなくなりますので、対象となる世帯でまだ提出されていない方は忘れずに提出してください。
　① 令和 ３ 年度住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金… ９ 月３０日㈮まで
　② 令和 ４ 年度住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金…１０月３１日㈪まで
　③ 令和 ４ 年度家計急変世帯に対する臨時特別給付金…１０月３１日㈪まで
※�①・②について、対象と思われる世帯には「臨時特別給付金支給要件確認書」を、対象の可否が分からない（課税状況が不明な方がいるなど）世帯には

申請についてのご案内を既に送付しています。③については、ご自身で対象要件を確認し、申請が必要です。
■支給対象世帯
　①令和 ３ 年度住民税均等割非課税世帯
　　基準日（令和 3 年12月10日）において東久留米市に住民票があり、世帯全員の令和 3 年度分住民税均等割が非課税である世帯
　②令和 ４ 年度住民税均等割非課税世帯
　　�基準日（令和 4 年 6 月 1 日）において、世帯全員の令和 ４ 年度住民税均等割が非課税である世帯、かつ、令和 ３ 年度住民税均等割非課税世帯等に対

する給付金の対象ではない世帯
　③令和 ４ 年度家計急変世帯
　　�新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、②の世帯と同様の事情にあると認められる世帯（令和 4 年 1 月～ 9 月の任意の 1 カ月の

収入を12倍し、その金額が住民税均等割非課税相当になるなど）
　　※�ただし①〜③のいずれにおいても、「世帯全員が、住民税が課税されている他の親族等の扶養を受けている場合」や「租税条約に基づき非課税とな

った方がいる場合」などは対象外となります。
■給付額
　 1 世帯当たり10万円（ 1 世帯 1 回限り。重複しての受給はできません）

10 月 の 無 料 相 談10 月 の 無 料 相 談
相談内容（定員） 相談日 時間 相談員 予約開始日時 場所 問い合わせ先

法律相談（各日 ８人）

5 日㈬

午前１０時から 弁護士
9 月29日㈭

市役所 ２ 階
相談室

各予約開始日の午
前 ８ 時半から電話
で生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

12日㈬
19日㈬

10月13日㈭
26日㈬

不動産・相続・会社
の登記等相談（ ５人）

5 日㈬
午後 １ 時から 司法書士

9 月27日㈫
表示登記・土地の境
界等登記相談（ ４人） 午前１０時から 土地家屋

調査士
相続・遺言・成年後
見等手続き相談
（ ５人）

12日㈬
午後 １ 時から

行政書士 10月 6 日㈭

税務相談（ ５人）
19日㈬

税理士 10月11日㈫
人権・身の上相談
（ ４人）

午後 １ 時半か
ら

人権擁護委
員 10月13日㈭

不動産取引相談
（ ５人） 6 日㈭

午後 １ 時から
宅地建物
取引士 9 月29日㈭

交通事故相談（ ５人）

26日㈬

弁護士

10月20日㈭年金・労災・雇用・
保険・人事管理等相
談（ ４人）

午前１０時から 社会保険
労務士

女性の悩みごと相談
（ ４人）

3 日㈪

午前１０時半〜
午後 ４ 時半

女性カウン
セラー

9 月21日㈬
各予約開始日の午
前 ９ 時から電話で
男女平等推進セン
ター
☎０４２・４７2・0061

13日㈭
17日㈪

10月 5 日㈬24日㈪
31日㈪

女性弁護士による法
律相談（ ４人） 7 日㈮ 午前 ９ 時半〜

午後 ０ 時半 女性弁護士 9 月22日㈭

経営相談 平日 午前１０時半〜
午後 ４ 時半

市商工会
経営指導員

前日まで予
約可 市商工会館 市商工会

☎０４２・４７１・７５７７

相談内容 相談日 時間 相談員 場所 問い合わせ先

耐震相談
※電話相談 14日㈮ 午後 2 時〜

4 時
東久留米建築
設計協会会員

電話での相談
のみとなりま
す

施設建設課
☎０４２・４７0・7756

教育相談
※�電話相談
も可

火曜〜
土曜日

午前１０時〜
午後 ５ 時

（滝山のみ水
曜日は ６ 時ま
で）

教育相談員

中央相談室
（成美教育文
化会館内教育
センター）

中央相談室
☎０４２・４７３・３６６７

月曜〜
金曜日

滝山相談室
（西部地域セ
ンター内）

滝山相談室
☎０４２・４７５・８９０９

母子・父子
相談 開庁日 午前 ８ 時半〜

午後 ５ 時
母子・父子自
立支援員

市役所 ２ 階
児童青少年課

児童青少年課
☎０４２・４７０・７７３６

身体障害者
相談 14日㈮

午前１０時〜
正午

身体障害者相
談員 市役所 1 階

相談室

前月末までに
障害福祉課
☎０４２・４７０・７７47
o０４２・４７０・7808知的障害者

相談 12日㈬ 知的障害者相
談員

心身障害者
（児）相談 平日

午前 ９ 時〜
午後 ５ 時

さいわい福祉
センター支援
員

さいわい福祉
センター

同センター
☎０４２・４７７・２７１１

職業相談 開庁日 ハローワーク
三鷹職員

市役所 ２ 階
ワークコーナー

直接会場で
住宅増改築
相談 13日㈭ 午前１０時〜

正午、
午後 １ 時〜
４ 時

市住宅増改築
等斡旋事業登
録団体協議会

市役所 1 階
屋内ひろば

消費者相談 平日 消費生活相談
員

市役所 ２ 階
生活文化課

市消費者センター
☎０４２・４７３・４５０５

行政相談 10月は実施しません 行政相談委員 生活文化課
☎０４２・４７０・７７38

生活困窮者
自立相談 開庁日 午前 ９ 時〜

午後 ４ 時 相談支援員 市役所 １ 階
福祉総務課

福祉総務課
☎０４２・４７０・７７４１

l市新型コロナワクチンコールセンター（市コールセンター）
　☎０４２・４２０・７１７７（土曜・日曜日、祝日を除く午前 ９ 時〜午後 ５ 時受付）
　o０４２・４７７・００３３（聴覚に障害のある方などの相談）
※詳細は市nをご覧ください。

新型コロナウイルスワクチン関連情報

引き続き感染対策を意識し、人と人との距離の確保、手洗
い・咳エチケットなど、一人ひとりの感染防止対策の徹底
にご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染症相談窓口　〜まずは電話で相談を〜
新型コロナウイルスの感染が疑われる症状がある方の受診相談
※かかりつけ医がいる場合は、かかりつけ医に電話でご相談ください。
●�東京都発熱相談センター☎０３・５３２０・４５９２　☎０３・６２５８・５７８０
　同センター医療機関案内専門ダイヤル☎０３・６７３２・８８６４
　（いずれも２４時間、土曜・日曜日、祝日も受付）
●東京都多摩小平保健所☎０４２・４５０・３１１１
　（土曜・日曜日、祝日を除く午前９時〜午後５時受付）

最新の市の新型コロナウイルス関連情報は、市nを
ご覧ください。

市
n

◆９月18日㈰に「予約なし接種」を実施します
対象１８歳以上で、市が発行する ３ 回目接種券をお持ちの方
接種日時・ 会場 ９ 月１８日㈰午後 ２ 時半から、わくわく健康プラザ
受付時間午後 ２ 時１５分から
定員３０人（予定。接種できる人数には限りがあります）
持ち物接種券が印字された予診票、予防接種済証、本人確認書類
注意会場の状況により、受付から接種までに時間を要することがあります

◆３回目・４回目接種券の発送
　 ２ 回目・ ３ 回目の接種を ４ 月１６日～３０日に行
った方への ３ 回目・ ４ 回目の接種券は ９ 月２０日
㈫に発送予定です。接種券の到着まで １ 週間程
度かかることがあります。
※�４ 回目接種券の発送対象は、昭和３７年 9 月30

日以前に生まれた方です。

市n

市n

l市臨時特別給付金コールセンター
　☎０４２・４７０・７８６３「住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金」確認書などの提出をお忘れなく

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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　動物愛護週間とは、国民の間に動物の愛護と適正な飼
養についての理解と関心を深めていただくため、「動物の
愛護及び管理に関する法律」に基づき設けられました。
この機会に飼育マナーとルールの確認をしましょう。
l環境政策課☎０４２・４７０・７７５３
災害の備え
　避難するときはペットと同行を。市ではペットの防災についてのパンフレットを作成し
ています。環境政策課（市役所５階）または市nでご覧ください。
犬の散歩時のルール
　必ずリードをつけ、おしっこは水で流し、ふんは持ち帰りましょう。犬の鳴き声を不快
に感じてしまう方もいます、原因を取り除く工夫をし、迷惑にならないようにしましょう。
猫の屋内飼いのすすめ
　事故や感染症といった屋外の危険から、猫を守ることにもつながります。十分な餌と上
下運動ができる場所を用意してあげましょう。
不妊・ 去勢手術
　飼い主がきちんと管理できる数を超えないよう、不妊去勢手術などの繁殖制限措置を行
いましょう。
どうぶつ愛護フェスティバル
　都は９月２４日㈯に「子どもも大人も一緒に考えよう、私たちと動物」
をテーマとした講演などをオンライン配信します。また、１０月１日㈯
午前１１時～午後４時に上野恩賜公園で屋外行事を開催予定です。詳細
は都福祉保健局環境保健衛生課☎０３・５３２０・４４１２へお問い合わせを。

９ 月２０日～２６日は動物愛護週間
責任と愛情をもって終生飼育を

市n

同フェスティバルn

市

民

生

活

9月30日㈮納期限9月30日㈮納期限
納期内納付にご協力ください
l納税課☎︎042・470・7729

国民健康保険税 第3期

後期高齢者医療
保険料 第3期

介護保険料 第3期

後
期
高
齢
者
医
療 

２
割
負
担
に
な
る
方
へ

の
配
慮
措
置

◎「
２
割
」負
担
に
な
り
、
高
額

療
養
費
の
口
座
登
録
が
な
い
方

へ高
額
療
養（
配
慮
措
置
）
に
つ
い

て
１０
月
１
日
か
ら
自
己
負
担
割

合
の
区
分
に
新
た
に「
２
割
」が

追
加
さ
れ
ま
す
。
急
激
な
自
己

負
担
額
の
増
加
を
抑
え
る
た
め

に
、
同
日
か
ら
令
和
７
年
９
月

３０
日
ま
で
、
３
年
間
の
配
慮
措

置
を
実
施
し
ま
す
。
外
来
医
療

に
つ
い
て
、
１
割
負
担
と
比
べ

た
時
の
負
担
増
加
額
の
上
限
を

１
カ
月
あ
た
り
３
０
０
０
円
ま

で
と
し
、
上
限
額
を
超
え
て
支

払
っ
た
金
額
は
高
額
療
養
費
と

し
て
支
給
す
る
も
の
で
す

高
額
療
養
費
支
給
事
前
申
請
書

の
送
付
配
慮
措
置
の
開
始
に
伴

い
、
自
己
負
担
割
合
が「
２
割
」

と
な
る
方
で
、
こ
れ
ま
で
に
高

額
医
療
費
の
口
座
登
録
が
さ
れ

て
い
な
い
方
に
対
し
て
、
高
額

療
養
費
支
給
事
前
申
請
書
を
９

月
中
旬
頃
に
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
よ
り
送
付
し
ま
す
。

申
請
書
を
期
限
内
に
提
出
す
る

こ
と
に
よ
り
、
円
滑
に
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
記

載
方
法
な
ど
は
同
封
の
書
類
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点

は
申
請
書
に
記
載
の
あ
る
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
※
書
類
は
必
ず
郵
送
で
お
届

け
し
ま
す
。

l
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
８
４
６

子
ど
も

と
教
育

実
施
計
画
の
改
訂

◎「
東
久
留
米
市
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
施
設
整
備
・
運
営
及
び
提

供
体
制
に
関
す
る
実
施
計
画
」

を
改
訂
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
待
機
児
童
解
消
策

と
し
て
、
認
可
保
育
所
等
の
施

設
整
備
や
公
設
公
営
保
育
園
へ

の
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
、
保

育
の
提
供
体
制
の
確
保
等
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
現
在
、「
第
２
期
東
久
留

米
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」に
お
い
て
目
標
と
し

て
い
る
、
各
年
齢
区
分
に
お
け

る
保
育
の
提
供
体
制
が
、
同
計

画
の
量
の
見
込
み
を
上
回
る
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
実
施
計
画
の

上
位
計
画
の
一
つ
で
あ
る
財
政

健
全
経
営
計
画（
実
行
プ
ラ
ン
）

に
お
け
る「
公
設
公
営
保
育
園

へ
の
民
間
活
力
の
導
入
を
推
進

し
、
民
間
か
ら
提
供
さ
れ
る
保

育
サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換
を
図

る
」と
い
う
方
向
性
の
も
と
、

あ
ら
た
め
て
公
設
公
営
保
育
園

に
お
け
る
民
間
活
力
の
導
入
の

手
法
な
ど
に
つ
い
て
整
理
す
る

た
め
、
本
計
画
を
改
訂
し
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
本
計
画
に
沿
っ
て
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
整
備
・

運
営
お
よ
び
提
供
体
制
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
同
計
画
は
子
育
て
支

援
課（
市
役
所
２
階
）、
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー（
同
１
階
）、
中
央

・
滝
山
・
東
部
・
ひ
ば
り
が
丘

の
各
図
書
館
、
市
n
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

l
同
課
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７

４
０フ

ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト

・セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
有
償
の
子
育
て

助
け
合
い
事
業
で
す
。
保
護
者

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
外
出
時
の

預
か
り
、
保
育
園
・
学
童
保
育

所
の
送
迎
な
ど
を
地
域
の
協
力

者
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
協
力

者
も
随
時
募
集
中
。
１１
月
に
協

力
者
向
け
の
講
習
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
事
業
説
明

会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い（
事
前

予
約
制
、
利
用
者
・
協
力
者
合

同
）。

a
b
①
９
月
２７
日
㈫
、
市
民
プ

ラ
ザ
会
議
室
②
１０
月
１１
日
㈫
、

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
２
、
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
か

ら
３０
分
程
度

f
先
着
１０
人

h
事
前
送
付
資
料
、
入
会
希
望

者（
保
護
者
）の
顔
写
真
、
本
人

確
認
書
類（
健
康
保
険
証
、
運

転
免
許
証
な
ど
）

j
お
子
さ
ん
の
同
席
可（
保
育

な
し
）

k
l
電
話
ま
た
は
直
接
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
０４２
・
４
７
５

・
３
２
９
４
で

高
齢
者

・
福
祉

ひ
き
こ
も
り
家
族
会 

準
備
会

　
「
家
族
が
学
校
に
い
か
な
い
」

「
家
に
こ
も
っ
て
い
る
」「
仕
事

を
し
て
い
な
い
」「
関
わ
り
方
が

わ
か
ら
な
い
」な
ど
、
同
じ
悩

み
を
抱
え
る
方
同
士
が
思
い
を

語
り
、
安
心
し
て
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
家
族
会
の
立
ち
上

げ
を
支
援
し
ま
す
。
お
話
を
聞

く
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

a
１０
月
９
日
㈰
、
１１
月
１３
日
㈰
、

１２
月
１１
日
㈰
。
い
ず
れ
も
午
後

２
時
～
４
時（
１
時
４５
分
か
ら

受
け
付
け
）

b
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
２
階

第
三
・
四
会
議
室

c
参
加
者
同
士
の
交
流

e
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
本

人
ま
た
は
家
族

f
各
回
先
着
２０
人

j
入
退
室
自
由

k
各
開
催
日
の
４
日
前
ま
で
に

専
用
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
、
電

話（
☎
０４２
・
４
７
５
・
０
７
３

９
）、
o（
０４２
・
４
７
６
・
４
５

４
５
）ま
た
は
直
接
市
地
域
福

祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
担
当

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）へ

l
同
担
当
☎

０４２
・
４
７
５

・
０
７
３
９

住
環
境

９
月
19
日（
月・祝
）・
23
日

（
金・祝
）の
ご
み
収
集

　
９
月
１９
日
・
２３
日
は
い
ず
れ

も
祝
日
で
す
が
、
平
日
と
同
様

に
収
集
し
ま
す
。

　
ご
み
と
資
源
物
は
、
決
め
ら

れ
た
収
集
日
の
当
日
、
午
前
８

時
半
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
廃
家
電
類
を
除
く
全
品
目

が
戸
別
収
集
で
す
。

　
ご
み
収
集
日
や
分
別
な
ど
の

ご
み
出
し
ル
ー
ル
は
市
n
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

l
ご
み
対
策
課

☎
０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
７

（
粗
大
ご
み
の
申
し
込
み
は
☎

０４２
・
４
７
３
・
２
１
１
８
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
）

防
犯
灯
の
維
持
管
理
費
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
市
で
は
、
補
助
対
象
と
な
る

防
犯
灯
や
装
飾
灯
を
管
理
し
て

い
る
自
治
会
、
管
理
組
合
お
よ

び
商
店
会
に
対
し
、
４
年
度
上

半
期（
４
年
４
月
１
日
～
９
月

３０
日
）に
か
か
っ
た
費
用（
電
気

料
金
・
器
具
取
替
経
費
）の
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
過
去
に
補
助
金
の
申

請
を
し
て
い
る
自
治
会
、
管
理

組
合
お
よ
び
商
店
会
に
つ
い
て

は
、
９
月
中
に
ご
案
内
を
送
付

す
る
予
定
で
す
。

k
１０
月
２１
日
㈮
ま
で
に
、
必
要

書
類
を
持
参
の
上
、
管
理
課
道

路
・
河
川
施
設
担
当（
市
役
所

５
階
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い

l
同
担
当
☎
０４２
・
４
７
０
・
７

７
６
７

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

９
月
２１
日
㈬
～
３０
日
㈮
の
１０
日

間
、「
世
界
一
の
交
通
安
全
都
市

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を
目
指
し
て
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
で
も
期
間
中
は
、
市
交

通
安
全
協
会
を
中
心
に
交
差
点

で
の
安
全
指
導
を
行
い
ま
す
。

今
年
の
運
動
の
重
点
①
子
ど
も

と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
確
保
②
夕
暮
れ
時
と

夜
間
の
歩
行
者
事
故
等
の
防
止

お
よ
び
飲
酒
運
転
の
根
絶
③
自

転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹

底
④
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

⑤
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
等

の
交
通
ル
ー

ル
遵
守
の
徹

底

◎
９
月
３０
日
は「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す

　
記
録
の
残
る
昭
和
４３
年
以
降
、

国
内
で
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲

者
が
無
い
日
は
、
１
日
も
あ
り

ま
せ
ん
。
交
通
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
今

後
も
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全

に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
、
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

l
市
管
理
課
管
理
調
整
担
当
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
６
４

民
有
地
の
ハ
チ
対
策

　
市
で
は
、
個
人
の
住
宅
や
管

理
者
が
居
る
集
合
住
宅
な
ど
、

民
有
地
に
で
き
た
ハ
チ
の
巣
の

駆
除
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ハ

チ
は
、
手
入
れ
不
足
の
庭
木
に

巣
づ
く
り
を
し
ま
す
の
で
、
手

入
れ
を
充
分
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
駆
除
業
者
の
紹
介

　
市
で
は
協
定
を
結
ん
だ
市
内

の
駆
除
業
者
を
紹
介
し
て
い
ま

す（
市
n
で
も
確
認
で
き
ま
す
）。

i
駆
除
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。

依
頼
す
る
場
合
は
、
複
数
の
業

者
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
、
ご

検
討
く
だ
さ
い

l
環
境
政
策
課

☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
５
３

専用申し込み
フォーム

市n

市n

▶︎
同
運
動
の
ポ
ス
タ
ー

社協n

市n
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子どもと教育



ナ
ラ
枯
れ
被
害
が 

発
生
し
て
い
ま
す

　
ナ
ラ
枯
れ
と
は
、
カ
シ
ノ
ナ

ガ
キ
ク
イ
ム
シ
が
媒
介
す
る
ナ

ラ
菌
に
よ
っ
て
、
ナ
ラ
類
・
シ

イ
・
カ
シ
類
の
樹
木
を
枯
ら
す

樹
木
の
伝
染
病
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
の
特
徴
▼
フ

ラ
ス（
木
く
ず
）が
、
木
の
根
元

や
樹
皮
に
堆
積
し
て
い
る
▼
梅

雨
明
け
か
ら
晩
夏
に
か
け
急
に

葉
が
萎
れ
、
茶
色
や
赤
褐
色
に

枯
れ
、
進
行
す
る
と
倒
木
の
恐

れ
も
あ
る
▼
幹
に
直
径
２
㍉
㍍

ほ
ど
の
穴
が
た
く
さ
ん
空
い
て

い
る

　
市
で
は
、
公
園
な
ど
の
被
害

木
の
枯
損
に
よ
る
倒
木
や
落
枝

な
ど
の
危
険
性
の
あ
る
樹
木
に

つ
い
て
は
伐
採
し
て
い
ま
す
。

　
自
己
所
有
地
に
ナ
ラ
枯
れ
の

被
害
木
が
あ
り
危
険
性
が
認
め

ら
れ
る
と
き
は
、
所
有
者
の
責

任
で
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ナ
ラ
枯
れ
の
防
除
手
法
な
ど

は
、
林
野
庁
n
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

l
環
境
政
策

課
緑
と
公
園

係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７

５
３高

齢
者
・
身
体
の 

不
自
由
な
方
を
守
ろ
う

　
都
内
に
お
け
る
令
和
３
年
の

高
齢
化
率
は
２３
・
４
㌫
で
、
４

・
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
で
す
。

高
齢
者
や
身
体
が
不
自
由
な
方

は
、
災
害
時
の
み
な
ら
ず
日
常

で
も
皆
さ
ん
の
助
け
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。
家
族
は
も
ち
ろ

ん
、
近
所
の
方
々
の「
小
さ
な

気
づ
き
」が
命
を
救
う
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
次
の
ポ
イ
ン

ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
プ
ラ
グ
に
埃
が
溜
ま
っ
て

い
な
い
か
。
プ
ラ
グ
が
完
全
に

刺
さ
っ
て
い
る
か
。
電
気
配
線

の
折
れ
曲
が
り
が
な
い
か
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
掃
除
や
点
検
を

実
施
し
ま
し
ょ
う

転
倒
家
の
中
を
見
直
し
て
、
よ

く
通
る
場
所
に
は
手
す
り
を
取

り
付
け
る
。
夜
の
移
動
時
に
は

必
ず
明
か
り
を
つ
け
る
。
ま
た
、

家
の
中
の
段
差
な
ど
を
確
認
し
、

日
頃
か
ら
注
意
す
る
よ
う
心
掛

け
ま
し
ょ
う

の
ど
に
物
が
つ
ま
る
主
な
原
因

は
食
物
の
飲
み
込
み
で
す
。
食

材
を
細
か
く
切
り
、
よ
く
噛
ん

で
、
飲
み
物
と
一
緒
に
食
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

l
東
久
留
米
消
防
署
防
災
安
全

係
☎
０４２
・
４
７
１
・
０
１
１
９

（
内
線
）３
２
２

◎
東
京
消
防
庁
公
式
ア
プ
リ

　
消
防
や
救

急
の
情
報
を

入
手
で
き
ま

す
。
万
が
一

に
備
え
、
応
急
手
当
方
法
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。お

知
ら
せ

市
道
の
愛
称
名
を 

変
更
し
ま
す

　
市
で
は
、
管
理
す
る
道
路
の

う
ち
、
５６
路
線
に
愛
称
名
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

「
大
円
寺
通
り
」の
愛
称
名
で
親

し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
市
道

２
１
４
３
号
線
に
つ
い
て
、「
大

圓
寺
通
り
」へ
と
愛
称
名
を
変

更
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
愛

称
名
を
付
し
た
道
路
が
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
親
し

ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

l
管
理
課
管
財
担
当
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
６
６

４
年
度
表
彰

　
市
で
は
、
市
の
公
益
の
増
進

に
寄
与
し
、
市
民
の
生
活
と
文

化
の
向
上
に
特
に
功
労
の
あ
っ

た
方
を
表
彰
し
ま
す
。
表
彰
の

内
訳
は
次
の
通
り
で
す
。

表
彰
状
▼
産
業
功
労
＝
２
人
▼

技
能
功
労
＝
４
人
▼
社
会
福
祉

功
労
＝
２
人
▼
防
災
功
労
＝
３

人
▼
行
政
功
労
＝
４
人
▼
住
民

自
治
功
労
＝
１
人
▼
納
税
功
労

＝
１
人
▼
社
会
教
育
功
労
＝
１

人
▼
市
民
体
育
功
労
＝
２
人
と

３
団
体
▼
文
化
功
労
＝
２
人
▼

特
別
栄
誉
ス
ポ
ー
ツ
功
労
＝
１

人
と
１
団
体
▼
自
治
功
労
＝
１

人　
な
お
、
表
彰
式
典
に
つ
き
ま

し
て
は
、
１０
月
２
日
㈰
に
執
り

行
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の

た
め
、
一
般
の
方
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

l
秘
書
広
報
課
秘
書
係
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
１
２

職
員
募
集

学
童
保
育
所
職
員 

募
集
説
明
会

a
９
月
２７
日
㈫
午
前
１０
時
か
ら

（
３０
分
程
度
）

b
市
役
所
５
階
５
０
２
会
議
室

c
学
童
保
育
所
に
つ
い
て
、
児

童
厚
生
指
導
員
・
児
童
厚
生
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）の
仕
事

の
内
容
、
応
募
資
格
、
現
在
の

募
集
状
況
な
ど
に
つ
い
て

e
児
童
厚
生
指
導
員
・
児
童
厚

生
員
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方

k
当
日
会
場
で

l
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

官
公
署

　
な
ど

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　
５
年
１０
月
１
日
か
ら
消
費
税

の
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）が
始
ま
り

ま
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
は
、
登

録
を
受
け
た
事
業
者（
適
格
請

求
書
発
行
事
業
者
）の
み
が
適

格
請
求
書（
イ
ン
ボ
イ
ス
）を
交

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
自

分
は
登
録
す
べ
き
な
の
？
ど
の

よ
う
に
手
続
す
れ
ば
い
い
の

？
」と
い
っ
た
疑
問
を
お
持
ち

の
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

a
１０
月
１４
日
㈮
午
後
２
時
～
３

時（
１
時
半
か
ら
受
け
付
け
）

b
市
役
所
７
階
７
０
１
会
議
室

e
個
人
事
業
者（
農
家
を
含
む
）

・
法
人

f
先
着
３０
人（
要
予
約
）

g
無
料

h
筆
記
用
具

i
マ
ス
ク
の
着
用
を
。
当
日
に

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
参
加

を
お
控
え
く
だ
さ
い

k
事
前
予
約
制
。
東
村
山
税
務

署
☎
０４２
・
３
９
４
・
６
８
１
１

（
自
動
音
声「
２
」を
選
択
。
個

人
事
業
者
の
方
は
内
線
４
１
２
、

法
人
の
方
は
内
線
３
１
３
）

l
同
税
務
署

第
40
回
い
の
ち
か
が
や

け
作
品
展

　
障
が
い
を
持
つ
方
と
持
た
な

い
方
の
相
互
理
解
を
目
的
と
し

て
始
ま
っ
た
作
品
展
で
す
。

　
学
齢
前
の
お
子
さ
ん
か
ら
市

内
の
特
別
支
援
学
級
の
児
童
・

生
徒
、
各
団
体
、
生
涯
現
役
の

方
々
ま
で
、
絵
画
・
写
真
・
書

・
折
り
紙
・
工
作
な
ど
例
年
９

０
０
近
い
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。
市
障
害
福
祉
課
・
市
社
会

福
祉
協
議
会
共
催
、
運
営
は
東

久
留
米
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
。

a
９
月
２４
日
㈯
午
後
２
時
～
５

時
、
２５
日
㈰
・
２６
日
㈪
午
前
１０

時
～
午
後
５
時

b
市
民
プ
ラ
ザ
、
市
役
所
１
階

屋
内
ひ
ろ
ば

c
市
内
の
特
別
支
援
学
級
や
ハ

ン
デ
ィ
を
持
つ
方
々
が
所
属
す

る
２７
団
体
に
よ
る
作
品
展

g
無
料

j
マ
ス
ク
の
着
用
を（
無
理
の

な
い
範
囲
で
）

「プリンアラモード」
作者 すぎのこ造形教室 河村幸江さん

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
作
品
展

　
一
部
作
品
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

配
信
し
ま
す
。

a
９
月
２６
日
㈪
～
１０
月
３１
日
㈪

閲
覧
方
法
い
の
ち
か
が
や
け
作

品
展YouTube

（
視
聴
時
の
通

信
費
用
は
自
己
負
担
）

l
市
社
会
福

祉
協
議
会
☎

０４２
・
４
７
５

・
０
７
３
９

前
田
病
院 

市
民
・
院
内
フ
ォ
ー
ラ
ム

a
９
月
２４
日
㈯
午
後
３
時
か
ら

b
前
田
病
院
１
階
待
合
室（
中

央
町
５

−

１３

−

３４
）

c「
腰
痛
、足
の
痛
み
に
お
悩
み

の
方
に
試
せ
る
新
た
な
治
療
～

脊
髄
刺
激
療
法
の
ご
紹
介
～
」

d
前
田
浩
行
氏（
同
病
院
院
長
）

g
無
料

i
会
場
の
収
容
人
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す

k
事
前
に
来
院
の
上
、
申
し
込

み
を

l
同
病
院
☎
０４２
・
４
７
３
・
２

１
３
３

社
会
貢
献
型
後
見
人
養
成

基
礎
講
習
　
応
募
説
明
会

　
財
産
管
理
や
施
設
入
所
手
続

き
な
ど
が
難
し
い
人
の
権
利
を

守
り
、
地
域
の
中
で
適
切
な
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
市
民
の
目
線
で
支
援
す
る

社
会
貢
献
型
後
見
人
候
補
者
を

養
成
す
る
た
め
、
基
礎
講
習
の

応
募
者
向
け
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

a
次
の
い
ず
れ
か
の
日
程
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
①
９
月
２６
日

㈪
午
前
１０
時
～
１１
時
半
②
９
月

２９
日
㈭
午
後
１
時
半
～
３
時

b
社
協
会
議
室（
わ
く
わ
く
健

康
プ
ラ
ザ
）

e
市
内
在
住
の
方

f
先
着
１５
人

g
無
料

h
筆
記
用
具

k
９
月
２２
日
㈭
ま
で
に（
必
着
）、

市
社
会
福
祉
協
議
会
成
年
後
見

制
度
推
進
機
関
宛
て
電
話（
☎

０４２・４
７
９
・
６
２
９
４
）ま
た

は
o（
０４２・４
７
６・４
５
４
５
）

で
、
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電

話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い

◎
そ
の
他

　
同
基
礎
講
習
へ
の
応
募
に
は

条
件
が
あ
り
ま
す
。

応
募
条
件
次
の
①
～
⑤
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方
。

　
①
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方

②
社
会
福
祉
に
理
解
と
熱
意
が

あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方

③
応
募
時
に
２０
歳
以
上
で
概
ね

６５
歳
未
満
の
方
④
基
礎
講
習
全

日
程
に
参
加
可
能
な
方（
日
程

＝
１
月
～
２
月
の
間
で
６
日
間

の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
）⑤
修
了

後
、
社
協
の
地
域
福
祉
権
利
擁

護
事
業
生
活
支
援
員
と
し
て
活

動
可
能
な
方（
実
地
研
修
含
む
）

l
同
推
進
機
関

会 員 募 集
◆東久留米市山岳連盟＝a月 ２～ ３回、
土曜または日曜日午前 ７時～午後 ５時他
b奥武蔵、奥多摩、秩父などの山々g入
会金５００円、会費月７００円他j近郊の山々
にふれて、楽しみや喜びをみつけ健やか
な体をつくろうl中山☎０９０・４６７５・
７１４８
◆ノルディックウォークを楽しむ会＝a
毎週水曜日と第 ２・第 ４土曜日午前 ９時
４５分～１１時半b竹林公園・落合川g会費
１ 回５００円他jポールを活用することで
足腰を強化し姿勢よく歩くことを学びま

すl長浜☎０９０・５２０４・３１９０
◆歌謡吟詠「きんれい」＝a月 １回、第 ４
金曜日午後 ２時～ ４時b生涯学習センタ
ーg入会金１，０００円、会費月１，５００円（入
会後 ６カ月間は無料）j歌や民謡に詩吟
（短歌吟や俳句吟も）のコラボを楽しむ。
見学無料l斉藤☎０９０・２７５９・３３１６

催 し
◆ジョン・チャヌ愛のコンサート（ヴァ
イオリン）（東久留米愛のコンサート実行
委員会）＝a１０月 １ 日㈯午後 １ 時半開場、
２ 時開演b成美教育文化会館g入場料
３，０００円（小学生～大学生は１，０００円）j車
いす席ございます。未就学のお子さまは
ご遠慮願いますl白沢☎０９０・２６４７・
３１２１

◆滝山マンドリンアンサンブル第３８回研
究発表会（東久留米市滝山マンドリンア
ンサンブル）＝a１０月 ２ 日㈰午後 １ 時半
開場、 ２時開演b生涯学習センターホー
ルj演奏曲は「マイ・フェア・レディ」序
曲、「恋のフーガ」、「ラ・ペザレーゼ」他l
大久保☎０４２・４７４・７７７９

市 民 伝 言 板

林野庁n

同アプリ

同作品展
(YouTube)

　市では、日本赤十字社が実施す
る「ウクライナ人道危機救援金」の
募金箱の設置期間を延長して募金
を受け付けています。
　ご支援のほどよろしくお願いい
たします。
　※詳細は市nをご覧ください。
設置期間 ５ 年 ３ 月２４日㈮まで
設置場所福祉総務課（市役所 １階）、
秘書広報課（同 ４階）
l福祉総務課☎０４２・
４７０・７７４９

市n

ウクライナ人道危機
救援金の募金箱

設置期間を延長します

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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官公署など



　大人を対象とした地球科学の講座です。地球の大スケールの変化と自
分の身の回りの地質や地形のつながりについて一緒に考えてみましょう。
a１０月２９日㈯正午～午後 １時半b多摩六都科
学館科学学習室e１８歳以上の方f１６人g入館
料（展示室券）５２０円i参加者以外の入室不可
k１０月１７日㈪までに（必着）、同館ウェブサイ
トまたははがきで申し込み。はがきの場合、
イベント名・希望日時・氏名（フリガナ）・年
齢・郵便番号・住所・電話番号を記入の上、
〒１８８−００１４、西東京市芝久保町 ５ −１０−６４、
同館宛て郵送を（応募多数の場合は抽選し、
当選者のみに参加券を送付）l同館☎０４２・
４６９・６１００

いまどき、井戸のこと 
－小平と東久留米

　災害時の井戸の重要性や有効活用、
その井戸水の広い地域での巡りにつ
いて学びます。市民自主企画講座開
講支援事業。企画・運営は東久留米
の井戸水位を調べる会、市教育委員
会主催、市文化協会主管。
a１０月２２日㈯午後 １時半～ ３時半b
東部地域センタ―講習室c▼講義①
＝防災対策として身近な水源「井戸」、
▼講義②＝地域をつなぐ地下水の保
全と利活用にむけてd①金子尚史氏
（小平井戸の会代表）②長谷川怜思氏
（八千代エンジニヤリング株式会社
プロフェッショナル）g３００円（資料
代）h筆記用具k ９ 月１５日㈭～１０月
１７日㈪に、市文化協会n申し込みフ
ォーム、電話またはo（☎042・477
・4700〈o同〉）で申し込みを（oの場
合、講座名・氏名・住所・年代・電
話番号を記入の上、送
信を）l同協会（電話受
け付けは第 ４月曜日を
除く平日午前 ９時～午
後 ５時）

三遊亭好楽・林家たい平　二人会

　大人気落語家による二人会。両師
匠の落語をお楽しみください。
a１１月２６日㈯午後 ２ 時開演（ 1 時半
開場）b生涯学習センターホールc
出演＝三遊亭好楽、林家たい平ほか
f先着５００人g前売券３，８００円、当日
券４，０００円i未就学児入場不可k ９
月１５日㈭午前 ９時から電話（☎０４２・
４７３・７８１１）または直接同センター（第
４ 月曜日を除く午前 ９ 時～午後 ９
時）でl同センター

まろにえ★クリスマスコンサート
出演者募集

　生涯学習センターホールでは、毎
年公募による出演者とともにクリス
マスを楽しむ公演を開催しています。
a１２月１８日㈰午後 ２ 時開演（ 1 時半
開場）予定b生涯学習センターホー
ルc▼募集部門＝管弦打楽器・ゴス
ペル・合唱・ダンスなど▼演奏時間
＝ １ 団体１５分程度▼出演費＝無料
（交通費・楽器運搬費などは自己負
担）e市内または近郊で活動してい
る団体・個人（小学生以下の場合は
成人の責任者同伴）j詳細は同セン
ターで配布する募集要項をご覧くだ
さい（同センターnからも取得可）k
１０月１４日㈮までに（必着）、申込書に
必要事項を記入の上、〒２０３−００５４、
中央町 ２− ６−２３、生涯学習センタ
ー宛て郵送、またはo（０４２・４７３・
７６７５）で送信をl同セ
ンター☎ ０４２・４７３・
７８１１（第 ４ 月曜日を除
く午前 ９ 時～午後 ９
時）

ス ポ ー ツ

9 月26日㈪～30日㈮スポーツ 
センタープール一般開放中止

　 9月26日㈪～30日㈮はプール水抜
き清掃のため、開放を中止します。

ご不便をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。
l同センター☎042・470・7900

akiヨガレッスン

a 9 月29日㈭午後 ５時半～ ６時半b
市民プラザホール（市役所 １階）c気
持ち穏やかに、リラックスした気分
が心地よい、ヨガのレッスンf先着
１８人（要予約）daki氏（JYIA認定ヨ
ガインストラクター）g５００円（当日
集金）h飲み物、タオル、ヨガマッ
ト（お持ちの方）j動きやすい服装、
マスク着用でk 9 月１6日㈮午前 ９時
から電話（☎０４２・４７０・７８１３）または
市民プラザ窓口でl同プラザ

ジュニアクライミング体験教室

a▼１０月 ４ 日・１８日、１１月 １ 日・１５
日、１２月 ６ 日・２０日のいずれも火曜
日午後 ６時４５分～ ８時１５分▼１０月 ８
日、１２月１０日のいずれも土曜日午後
４時４５分～ ６時１５分bスポーツセン
ター第 1体育室e小・中学生d市山
岳連盟g無料h靴下（シューズ貸し
出しのため）j都・都体育協会・市
体育協会主催k当日会場でl市体育
協会事務局☎０４２・４７０・２７２２

初心者ターゲット・バードゴルフ
体験会

a全 ３回。10月 4 日・11日・18日（予
備日11月 1 日）いずれも火曜日午前
9時半～11時半b滝山球場e市内在
住・在勤で60歳以上の健康な方g無
料j運動できる服装で。用具貸し出
しあり。都・都体育協会・市体育協
会主催、市ターゲット・バードゴル
フ協会主管k 9 月22日㈭までに（必
着）、往復はがきに事業名・住所・
氏名・年齢・電話番号を記入の上、
〒203−0011、大門町 2 −14−37、
スポーツセンター内、市体育協会事
務局宛て郵送をl同協会☎042・470
・2722

第35回市民テニス大会(シングルス）

a▼男子・女子 2部＝11月 5 日㈯（予
備日11月12日）▼男子・女子 1 部＝
11月 6 日㈰（予備日11月13日）b市内
各テニスコートc種目＝シングルス
男子 1部・ 2部、シングルス女子 1
部・ 2部e市内在住・在勤・在学・
在連盟傘下テニスサークル・在テニ
ススクールで高校生以上の方g 1 人
2,000円iエントリー後のメンバー
変更や参加費の返金不可j市テニス
連盟主催。試合時間・会場などはく
るくるチャンネルで確認をk10月 3
日㈪までに（消印有効）、郵便振替
（00190−2−632369、加入者名「東久
留米市テニス連盟」）で、通信欄に、
郵便番号・住所・氏名・電話番号・
参加種目・（市外の方は勤務先・学
校名・スクール名・連盟傘下サーク
ル名）を記入の上、参加費を振り込
んでください。連盟理事に直接申し
込みも可l同連盟・小野嵜☎︎042・
478・5881（夜間）

市民ボッチャ大会

　上位チームは2022ボッチャ多摩六
都カップへの出場権が得られます。

a10月 8 日㈯午後 1時受け付け、 1
時半開会（ニュースポーツデー同時
開催）bスポーツセンター第 1 体育
室e市内在住・在勤・在学している
原則 3 人以上で構成されたチーム
（ 3人揃わなくても参加できます）。
小学生以下のみで申し込む場合は、
代表者として大人（18歳以上）が必ず
1人以上参加してくださいf20チー
ム程度（応募多数の場合は抽選、満
たない場合は当日参加可）g 1 人100
円j競技コートはバドミントンコー
ト半面のサイズk 9 月30日㈮までに
（必着）、申込書に必要事項を記入の
上、〒２０３−８５５５、市役所生涯学習
課宛て郵送、m（shogaigakushu@
city.higashikurume.
l g . jp）、o（042・470
・7811）、または直接同
課窓口へ持参を。申込
書は同課窓口または市
nから取得できますl同課☎042・
470・7784

第１００回ソフトテニス市民大会

a１０月１０日 午前 ８時半から受け
付け（予備日１０月３０日）b市立テニス
コート(西中学校)c一般の部(男子
・女子の部)、壮年の部(４５歳以上の
男性)、壮年ミックスの部(７０歳以上
の方・個人申し込み、浮動ペア)e
原則市内在住・在勤・在学・在クラ
ブの方g参加費 １チーム１,０００円j
市ソフトテニス連盟主催k１０月 ２ 日
㈰までに（必着）、電話またははがき
に住所・氏名・年齢・電話番号・参
加種目を記入の上、〒２０３−００３３、
滝山 １− ６−１３、井部誠二宛て郵送
をl同連盟・井部☎０４２・４７５・８２７９

クライミング体験会

a１０月１１日、１１月 ８ 日、１２月１３日の
いずれも火曜日午後 ７時～ ９時bス
ポーツセンター第 1体育室cトップ
ロープによるスポーツクライミング
体験e高校生以上のクライミング初
心者f先着１０人程度g参加費５００円
h靴下（シューズ貸し出しのため）j
市山岳連盟主催k当日会場でl同連
盟・藤重☎０９０・４２４０・６３９３

く ら し

第24回市民手話まつり

　耳の聞こえない方たちのことや手

話を知っていただくことを目的とし
た「市民手話まつり」を ３年ぶりに開
催します。市ろう者協会主催、市共
催、市社会福祉協議会・さいわい福
祉センター後援。
a10月16日㈰午前１１時～午後 4 時
（雨天決行）b市民プラザ（市役所 １
階）c講演会・手話教室・ミニゲー
ム・展示（ろう者協会、手話講習会、
人工内耳など）j午後 2 時～ 3 時半
にEテレ「みんなの手話」で講師を担
当している森田明氏による講演会
（手話通訳あり）を行います。先着60
人、事前申し込み制。詳細は市nを
ご覧いただくか、市ろう者協会まで
お問い合わせをl市ろう者協会・松
田m（0ve5j25f326618f@ezweb.
ne. jp）、障害福祉課☎０４２・470・
7747（o042・470・7808）

認知症サポーター養成講座

　認知症を正しく理解し、認知症の
方やご家族をあたたかい目で見守る
「応援者」として認知症サポーター養
成講座を受講しませんか。認知症の
予防方法も一緒に学びます。中部地
域包括支援センター主催。
a１０月１９日㈬午後 ２ 時～ ３ 時半（ １
時半から受け付け）b中央町地区セ
ンター第 ３・ ４ 会議室（中央町 ６ －
１ － １）c①認知症の正しい理解や
接し方②サポーターとしてできるこ
となど　※受講修了者には、「認知症
サポーターカード」を差し上げます。
e市内在住・在勤で認知症サポータ
ー養成講座を受講したことのない方
f先着２０人g無料i手話通訳が必要
な方は申し込み時にお伝えください
kl日曜日・祝日を除く ９月１５日㈭
～１０月 ７ 日㈮に電話またはoで中部
地域包括支援センター本部☎０４２・
４５１・５１２１（o０４２・４５１・５１２３）へ

市文化協会n

市n

同センターn

大人のための地球科学入門

イベントの様子

　広報 ９月 １日号 ９面に掲載しま
した「第１８回市民テニス大会（団体
戦）」の開催日の記載に誤りがあり
ました。
　正しくは「１０月１１日㈫（予備日１８
日）」です。
　おわびして訂正いたします。
l市テニス連盟・女子は岩泉☎
０４２・４７６・０８１９、男子は小野嵜☎
０４２・４７８・５８８１（夜間）

おわびと訂正

6
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（ ８面から続く）
■スポーツで元気
ae１０月 ５ 日㈬午前１０時半～１１時が
首が据わったお子さん～ハイハイま
でのお子さん、１１時１５分～１１時４５分
が歩き始めているお子さん、午後 ２
時半～ ３時が幼稚園・保育園に通っ
ている年少年代からc「リーフスポ
ーツ」の体操の先生による簡単な運
動遊びf各回１０組h飲み物j動きや
すい服装でk ９ 月２７日㈫午後 １時半
から電話または来館で
■わらべうたスマイル講座
a１０月１２日㈬午前１０時半～１１時半c
「返事あそび」、わらべうたと育児の
悩み相談e ０ 歳児と保護者f ６ 組d
原悠子氏k ９ 月２８日㈬午後 １時半か
ら電話または来館で

中央児童館 
中央町１-1０-１1　☎042・476・2161

■パパサタ
a ９ 月１７日㈯午前１１時からc射的遊
びe乳幼児と保護者f１２組k当日会
場で
■おはなし会
a２０日㈫・２７日㈫いずれも午後 ３時
５０分からc絵本の読み聞かせや素話
などe小学生j協力はおはなしくぬ
ぎ、中央図書館k当日会場で
■幼児のつどい
ac２２日㈭が「リズム遊び」、２９日㈭
が「防災グッズ作りと ９ 月のお誕生
日会」、１０月 ６ 日㈭が「運動会遊び」、
いずれも午前１０時半からと１１時 ５ 分
からの ２部制e １ ～ ４ 歳児と保護者
f各部１２組k２２日分は ９月１６日㈮、
２９日分は ９月２２日㈭、１０月 ６ 日分は
９月２９日㈭、いずれも午後 １時半か
ら電話で

■親子のコミュニケーションワーク
a２６日㈪午前１０時半からc音のワー
クと触れ合い遊びe ０ 歳児と保護者
f ８ 組d炭田契恵子氏k ９ 月１９日
午前１０時から電話または来館で

けやき児童館 
大門町２-10-５　☎042・474・6653

■おはなしの日
a ９ 月２０日㈫午前１１時～１１時２５分c
絵本の読み聞かせや手遊びなどe乳
幼児と保護者dみくりおはなしの会
■赤ちゃん広場
a２１日㈬午前１０時半～１１時半c親子
のコミュニケーションワークe ０ 歳
児と保護者d炭田契恵子氏k当日会
場で
■幼児のつどい
ac２２日㈭が「クレヨンでおえかき」、
２９日㈭が「ふれあいあそびと ９ 月生
まれのお誕生日会」、１０月 ６ 日㈭が
「運動会ごっこ」、いずれも午前１０時
半からと１１時１０分からの ２部制e １
～ ４ 歳児と保護者f各部１５組k２２日
分は ９月１６日㈮、２９
日分は ９月２２日㈭、
１０月 ６ 日分は ９月２９
日㈭、いずれも午後
１時半から電話で
■ベビーマッサージ
a２８日㈬午前１０時半～１１時半e ０ 歳
児と保護者f先着１５組d渡辺直子氏
hバスタオル、オムツ、飲み物（母
乳可）k ９ 月２１日㈬午前 ９ 時から電
話または来館で
■リトミック講座
ae１０月１５日㈯午前１０時半～１１時が
首が据わったお子さんと保護者、午
前１１時１５分～１１時４５分が歩けるよう
になったお子さんと保護者cリトミ

ック団体による音楽イベントf先着
１５組d千葉氏（リトミック研究所）k
１０月 １ 日㈯午前 ９時から電話または
来館で

子どもセンターひばり 
ひばりが丘団地８-11　☎042・464・9300

■おはなしの日
a ９ 月２１日㈬午後 ３時４５分～ ４時１５
分c絵本の読み聞かせや素話e小学
生d水曜おはなし会k当日会場で
■幼児のつどい
ace２２日㈭が「新聞紙遊びと ８・
９ 月誕生会」１ 歳児と保護者、２９日
㈭が「運動会遊びと ８・ ９月誕生会」
２～ ４歳児と保護者、１０月 ６ 日㈭が
「運動会遊び」１歳児と保護者、いず
れも午前１０時半からと１１時１０分から
の ２部制f各部１５組k２２日分は ９月
１６日㈮、２９日分は ９月２２日㈭、１０月
６ 日分は ９月２９日㈭、いずれも午後
１時半から電話で
■親子でふれあいリトミック
ae２７日㈫午前１０時半～１１時が首が
据わったお子さんと保護者、午前１１
時１５分～１１時４５分が歩き始めている
お子さんと保護者c音に合わせて心
と体を動かそうf各回１５組d千葉理
恵子氏h飲み物、汗拭きタオルj動
きやすい服装でk ９ 月２０日㈫午前１０
時から電話または来館で
■カプラの日
a２９日㈭午後 ３時半からe小学生k
当日会場で

子 育 て
子ども家庭支援センター（滝山） 
わくわく健康プラザ２階　☎042・471・0910

■十小なかよし広場
a ９ 月１６日㈮午前１０時～１１時半b第
十小学校 １階ランチルームcお子さ
んと遊びながら育児の情報交換。育
児相談も受け付けますe乳幼児親子
i徒歩か自転車で来場をk当日会場
で
■手作り布おもちゃの会
a１０月 ４ 日㈫・１８日㈫午前１０時～１１
時半b同センター地域活動室cオリ
ジナルの布おもちゃ作り（材料は １
セット無料で用意）e ０ 歳児親子f
各 ６組h縫い針、はさみk ９ 月２９日
㈭午前１０時から電話または同センタ
ーで

地域子ども家庭支援センター上の原 
上の原１-２-44　☎042・420・9011

■ ９月の臨時休館日
　 ９月１５日㈭は館内整備のため、休
館します。
■上の原赤ちゃん広場
a①１０月 ７ 日㈮が「はいはいの会」②
２１日㈮が「ねんねの会」、いずれも午
前１０時～１１時半b同センター上の原
乳児室c触れ合い遊び、体重測定、
情報交換e①が ７～１２カ月児と保護
者②が ０～ ６カ月児と保護者f各 ６
組d助産師hバスタオルj兄姉の保
育あり（各先着 ３人、要予約）k ９ 月
３０日㈮午前１０時から電話または同セ
ンター上の原で

図 書 館

２０２２・秋の朗読サロン

　東久留米図書館友の会による朗読

サロンを開催します。この機会に耳
で文学作品を味わってみませんか。
a１０月２０日㈭午後 １時半～ ３時b南
部地域センター ２階講習室e中学生
以上f先着３０人i車での来場不可k
９ 月１５日㈭～１０月１９日㈬に電話（☎
０４２・４６３・３９９６）または直接ひばり
が丘図書館（休館日を除く）でl同館

大人が楽しむおはなし会

　滝山おはなしの会のメンバーによ
る「素ばなし」の公演です。
a１０月２３日㈰午後 ２時～ ３時半b西
部地域センター ３階第 ２・ ３講習室
c国内や海外の童話・昔話など、大
人でも楽しめる作品を取り上げてお
話しします。関連する資料も併せて
展示しますf先着２０人i車での来場
不可j大人向けの長時間の会となる
ため、お子さんはご遠慮くださいk
９ 月１５日㈭～１０月２２
日㈯に電話（☎０４２・
４７１・７２１６）または直
接滝山図書館（休館
日を除く）でl同館

文 　 化

妊婦さん＆ママのための～こころ
とからだのセルフケアレッスン～

a ９ 月２６日㈪午前１０時～１１時半b南
部地域センター ２階和室 １・ ２c ９
月のテーマは「高齢妊婦さん＆ママ
の会」。疑問やお悩みも皆でシェア
しましょうe妊婦または子育て中の
お母さんf先着１８人（親子参加は ９
組まで）d篠宮晃子氏（助産師・アロ
マアドバイザー）、飯岡祐子氏（ベビ
ーマッサージ講師）g５００円kl電話
または直接同センター（☎０４２・４５１
・２０２１）で

男女平等推進センター主催 
「つながるカフェ」

　毎月第 ２木曜日に、ひきこもりな
どの生きづらさを抱えている女性向
けの交流の場「つながるカフェ」を開
催しています。テーマを決めて、参
加者の皆さんと対話をしたり、関連
情報の収集もできます。
a１０月１３日㈭午後 ２ 時～ ４ 時（途中
参加、退室自由）b男女平等推進セ
ンター（市役所 ２階）eひきこもりな
どの生きづらさを抱えている女性f
先着 ６人（要申し込み）k専用申し込
みフォーム、同センター宛てm（fifty�
2＠city.higashikuru�
me.lg.jp）、または電
話（☎０４２・４７２・００６１）
で申し込みをl同セン
ター（市役所 ２ 階、平
日午前 ９ 時～午後 ５
時）

第 4 回　活き活き「社交ダンスの集い」

　今年も社交ダンスパーティーを開
催します。皆さんご一緒に楽しみま
せんか。お待ちしています。
a１０月２９日㈯午後 １時半～ ４時b市
民プラザホール（市役所 １階）g無料
j検温、消毒、マスク着用でkl活
き活き健康の会会長・佐藤千恵子☎
０９０・５３９６・４５４４

専用申し込み
フォーム

▲同スタンプラリーn
（９月１５日公開予定）

　都商工会連合会多摩観光推進協議会では、北多摩エリアを舞台にし
たスタンプラリーを実施します。今年は、アプリをダウンロードして、
北多摩エリアの魅力ある施設に配置したさまざまなキャラクターのス
タンプを集めるモバイルスタンプラリーとして実施します。
a１０月１日㈯～１１月３０日㈬
イベント内容観光施設・文化施設・飲食店・神社仏閣などを巡礼して、
スタンプを入手しましょう。スタンプを５種類以上集めると、キャラ
クターオリジナルグッズや地域の特産品などが入手できます。スタン
プを３０種類全部集めると、抽選で多摩六都エリア内のレストランの
食事券が当たります。詳細は同スタンプラリーnをご覧ください
j主催は都商工会連合会多摩観光推進協議会。共催は小平商工会、東
村山市商工会、清瀬商工会、東久留米市商工会、西東京商工会。協力
は多摩北部都市広域行政圏協議会（小平市、東村
山市、清瀬市、東久留米市、西東京市）、西武鉄
道株式会社
l「TAMA☆ろくと巡礼物語！」事務局
　※�同スタンプラリーn内の問い合わせフォーム
からお問い合わせください。

「TAMA☆ろくと巡礼物語！」「TAMA☆ろくと巡礼物語！」
北多摩TOKYOアニメスタンプラリー２０２２北多摩TOKYOアニメスタンプラリー２０２２

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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広告欄　内容については広告主にお問い合わせください休日・準夜間診療 保険証をご持参ください
（保険証がないと自費診療になります）

休日診療（日曜日と祝日の午前 ９時〜正午および午後 １時〜 ４時半）
内科・ 小児科
※薬の処方は最低限の日数です。受診時は必ず事前に電話でご連絡ください。
９ 月１８日・１９日・２５日＝休日医科診療所
� （滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７３・３６６３）
９ 月２３日＝石橋クリニック
	 （東本町 ８－ ９、☎０４２・４７７・５５６６）
歯科
９ 月１８日・１９日・２３日・２５日＝休日歯科診療所
� （滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７４・５１５２）
休日準夜間診療医療機関（診療科目・時間などは当日事前にご確認ください）

９ 月１８日・２３日＝前田病院（中央町 ５−１３−３４、☎０４２・４７３・２１３３）
９ 月１９日・２５日＝滝山病院（滝山 ４− １−１８、☎０４２・４７３・３３１１）
平日準夜間小児初期救急診療

月曜・水曜・金曜日（午後 ７時半〜１０時２０分）
　＝佐々総合病院（西東京市田無町 ４−２４−１５、☎０４２・４６１・１５３５）
月曜〜金曜日（午後 ７時半〜１０時半）
　＝多摩北部医療センター（東村山市青葉町 １− ７− １、☎０４２・３９６・３８１１）

第 ２期分は ４月上旬に、それぞれ個
別に通知します。対象者で通知が届
かない場合は健康課予防係までkl
同係☎０４２・４７７・００３０

若さを保つ！元気食教室 
～フレイル予防・低栄養予防のために～

　元気が出る食べ方のコツを、具体
的な料理方法なども含めて栄養士が
分かりやすく紹介します。
a全 ２回。１０月１２日㈬・２６日㈬のい
ずれも午前１０時～１１時４５分b西部地
域センター講習室 ２・ ３c簡単で栄
養のある食事や料理方法についての
講義などe全 ２回参加できる市内在
住の６５歳以上で、医師から食事制限
の指示をされていない方（初回の方

優先）f先着１２人g無料k ９ 月１５日
㈭午前 ９時から電話で介護福祉課地
域ケア係へl同係☎０４２・４７０・７７７７
（内線２５０１～２５０３）

イベント・講座イベント・講座
児 童 館

子どもセンターあおぞら 
前沢４-25-８　☎042・471・7071

■幼児のつどい
ac ９ 月２２日㈭が「○△□であそぼ
う」、２９日㈭が「忍者になろう」、１０
月 ６ 日㈭が「運動会ごっこ」、いずれ
も午前１０時半からと１１時 ５ 分からの

２部制e １ ～ ４ 歳児と保護者f各部
１２組k２２日分は ９月１６日㈮、２９日分
は ９月２２日㈭、１０月 ６ 日分は ９月２９
日㈭、いずれも午後 １時半から電話
で
■ボルダリングの日
a１９日 午後 ２時半～ ３時半e小
学生j動きやすい服装でk当日会場
で

（ ７面へ続く）

け ん こ うけ ん こ う

お子さんの麻しん、風しん 
予防接種

　麻しん（はしか）、風しんは人から
人へ感染しやすく、重症化する場合
もあり、予防接種を ２回することで
予防効果が高まります。 ４年度は次
の対象者へ個別通知を発送します。
e▼第 １期＝令和 ３年 ４月 １日～ ４
年 ３月３１日生まれの方▼第 ２期＝平
成２８年 ４ 月 ２ 日～２９年 ４ 月 １ 日生ま
れの方j第 １期分は １歳の誕生月に、

イベント・講座

■わくわくウォーキング教室
　市内の見どころがつまったウォーキングマップ
「わくわく歩くるめマップ」を活用したウォーキング教室です。正
しいウォーキングやストレッチ方法などを学びます。
a�１０月 ４ 日㈫午後 ２時～ ４時
b�南部地域センター集合、生涯学習センター解散
　※集合場所と解散場所が異なります。
c�わくわく歩くるめマップ ３六仙公園コ
ースを健康運動指導士と歩きます。参
加された方には、素敵なプレゼントも
あります
f�先着２０人
d�健康運動指導士
h�筆記用具、飲み物、タオル
j�動きやすい服装、マスク着用で
k�９ 月１５日㈭午前 ８時半から電話（☎０４２
・４７７・００２２）または健康課窓口で

市
n

　少しずつ暑さも和らぎ、体を動かすには気持ちの良い季節。夏バテで
低下した体力回復のためにマップを片手に持ち、気軽にウォーキングを
してみませんか。現在、「わくわく歩くるめマップを使って歩こう！」キ
ャンペーンを実施中です。参加された方には缶バッジやスポーツタオル
をプレゼント。
実施期間 ５ 年 ３ 月３１日㈮まで
参加方法次の手順でご参加ください
　①�マップ全域版（藍色）と歩きたいコースのマップを手に入れる
　②�マップ全域版の「ウォーキング記入欄」に歩いたコースの内容を記録
する

　③�記録したマップ全域版をわくわく健康プラザの健康課窓口へ持参す
る（窓口でプレ�ゼントを差し上げます）

マップ入手場所市役所本庁舎、わくわく健康プラザ（健康課）、各地域・
地区センター、スポーツセンターなど（市nからも取得できます）
e市民の方
iプレゼントは １人 １回まで（無くなり次第終了）

「わくわく歩くるめマップ」を使って
ウォーキングキャンペーンに参加しませんか

l健康課保健サービス係
　☎０４２・４７７・００２２

人口と世帯〈令和４年9月1日現在〉 人口116,866人（うち外国人2,308人）／前月比76減　男56,739人／前月比45減　女60,127人／前月比31減　世帯数55,991／前月比31減
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

4．9．15

けんこうとイベント・講座は６面まで続きます

◎ご意見箱設置場所
　市役所１階屋内ひろば、上の原・ひばりが丘
・滝山の各連絡所
◎エコーテレホン・エコーファクス
　☎・FAX042・472・1131（夜間・休日のみ）
◎ホームページ（https://www.city.higashik 
urume.lg.jp）のご意見箱（「東久留米市につい
て」「広報・広聴」「声をお聞かせください」から）

➡市政へのご要望・ご意見はこちらへ

東久留米市プロモーション動画

市公式ツイッター 市公式フェイスブック

行政情報アプリ　マチイロ市公式動画チャンネル

けんこう
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